














 

別紙 

 

 

 

特 記 仕 様 書 

 

 

１ 虫害時期においては、防虫対策として薬剤散布を行い製品の品質管理に努める

 こと。 

 

２ 特別な事情がある場合には、国有林材の生産時期及び数量を変更することがあ

 る。 

 

３ 林業機械が林道を走行する場合は、雨天時を避ける等林道の保全に努め、販売

した丸太を運搬する時の支障とならないようにすること。 

 

 

 



生産性向上の促進に関する特記仕様書 
 

     東北森林管理局 

 

１ 請負者は、作業場所、作業工程、出役人員等の管理にあたっては、発注者から

契約締結の際に配布する「生産日報アプリ」及び「事業者用ファイル」に入力し

整理するものとする。 

なお、「製品生産事業請負実行管理基準」に定める事業日報に替えることがで

きる。 

 

２ 請負者は、「事業者用ファイル」で自動作成される月別工程管理表及び請負事

業進行報告書については、翌月５日までに監督職員へ提出するものとする。 

 

３ 請負者は、「事業者用ファイル」の電子データを、下記（１）から（４）につ

いて電子メール等により監督職員へ提出するものとする。 

（１）事業着手前に基本情報及び事業工程表を入力したデータ 

（２）契約数量の半数を超えた月末時点で整理済みデータ 

（３）事業終了後、全ての入力内容の整理済みデータ 

（４）監督職員から提出を求められたデータ 

 

４ 請負者は、発注者が開催する事業着手前の「計画会議」、事業実行中の「実行

点検会議」、事業終了後の「改善会議」に出席し、作業工程等を検証するととも

に、生産性の向上に向け取り組むこととする。 

なお、各種会議の実施については、１署１事業体以上を抽出することとし、契

約締結時に実施の有無を指示する。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






